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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 21,762,5899,962,74564,941,292

経常利益（千円） 385,165 165,2181,371,049

四半期（当期）純利益（千円） 206,959 74,066 521,407

純資産額（千円） － 11,104,68610,987,905

総資産額（千円） － 28,452,87437,526,548

１株当たり純資産額（円） － 2,503.602,469.39

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 52.85 18.91 133.15

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 34.5 25.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,419,792 － 2,672,875

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
140,554 － △132,899

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,630,572 － △1,791,496

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 2,006,0412,076,267

従業員数（人） － 190 188

　（注）１．売上高には、消費税等を含めておりません。

 ２. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

　　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 190 [22]

　（注）  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 11 [3]

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 構造用鋼（千円） 419,881

 線材（千円） 80,202

 鉄筋（千円） 436,111

 平・角鋼（千円） 569,125

 一般形鋼（千円） 1,280,470

 Ｈ形鋼（千円） 2,042,675

 軽量形鋼（千円） 531,979

 鋼板類（千円） 1,590,592

 鋼管・その他類（千円） 1,182,115

 特殊鋼類（千円） 227,542

一般鋼材販売事業　小計（千円） 8,360,698

その他の事業（千円） 74,837

合計（千円） 8,435,535

　（注）　金額には、消費税等を含めておりません。

(2）商品販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

 構造用鋼（千円） 546,737

 線材（千円） 81,853

 鉄筋（千円） 475,556

 平・角鋼（千円） 720,500

 一般形鋼（千円） 1,470,987

 Ｈ形鋼（千円） 2,237,084

 軽量形鋼（千円） 658,048

 鋼板類（千円） 1,697,575

 鋼管・その他類（千円） 1,672,824

 特殊鋼類（千円） 316,687

一般鋼材販売事業　小計（千円） 9,877,856

その他の事業（千円） 84,889

合計（千円） 9,962,745

　（注）１．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績に対する割合

主要な相手先（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

２．金額には、消費税等を含めておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

３【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

４【財政状態及び経営成績の分析】

(１)業績の状況 

　当第２四半期連結会計期間の当社グループをとりまく経済環境は、米国発の金融危機に端を発した世界的な金

融市場の混乱に加え、設備投資や個人消費の著しい減少により、企業の生産活動は大幅に低下し、更に急速な円高

進行、原油を始めとする資源価格や、製品価格が急速に下落に転じたことによる損失の発生などもあり、企業収益

は大幅な減益となる状況に陥りました。

　鉄鋼流通業界におきましても、実需要の低迷、需要業界での在庫調整の動きの顕在化や、流通間での販売先獲得

競争が激化したことから、販売価格は下落基調一色となり、大変厳しい環境が続きました。

　このような経営環境下、当社グループは、仕入面においては在庫調整に注力し、販売面においては販売量の確保

に重点を置いて、小口取引に至るまで取りこぼしのないように、きめ細かい営業活動を展開してまいりましたが、

当第２四半期連結会計期間の売上高は、99億62百万円に止まり、営業利益84百万円、経常利益１億65百万円、四半

期純利益74百万円となりました。

 

(２)財政状態の分析

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ90億73百万円減少し、284億52百万円となり

ました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の減少78億43百万円及び商品の減少20億50百万円等によるもので

あります。

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ91億90百万円減少し、173億48百万円となりました。この主な要因は、支払

手形及び買掛金の減少83億32百万円、短期借入金の減少11億10百万円及び長期借入金の減少３億50百万円等によ

るものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ１億16百万円増加し、111億４百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は、25.8％から34.5％となりました。

 

(３)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、当第２四半期連結会計期間期首残高に比

べ50百万円減少したことから、当第２四半期連結会計期間末残高は20億６百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第２四半期連結会計期間において、営業活動の結果得られた資金は、11億７百万円となりました。これは主に、

仕入債務の減少21億66百万円による支出があったものの、売上債権の減少23億53百万円及び、たな卸資産の減少

３億96百万円等による収入があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において、投資活動の結果得られた資金は、86百万円となりました。これは主に、投資

不動産の賃貸による収入84百万円によるものであります。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において、財務活動の結果使用した資金は、12億45百万円となりました。これは主に、

短期借入金の純減少額12億24百万円によるものであります。

 

　(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　(５)研究開発活動

　　　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除去等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,922,000 3,922,000ジャスダック証券取引所 単元株式数(100株)

計 3,922,000 3,922,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。  

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日 
－ 3,922 － 735,800－ 601,840

（５）【大株主の状況】

 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ワイエムピー 大阪市中央区北久宝寺町２丁目４－１ 4,861 12.39

エスケー興産株式会社　　 西宮市松ヶ丘町７－８ 4,858 12.38

阪上正章 兵庫県芦屋市 4,500 11.47

山口久一 兵庫県芦屋市 3,000 7.64

阪上恵昭 兵庫県西宮市 2,814 7.17

阪上寿美子 兵庫県西宮市 2,707 6.90

加藤匡子 東京都港区 1,157 2.95

山口興産株式会社 大阪市中央区北久宝寺町２丁目４－１ 1,108 2.82

小田宏雄 横浜市磯子区 1,043 2.65

株式会社メタルワン　　 東京都港区芝３丁目２３－１ 1,000 2.54

計 － 27,048 68.97
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       6,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 3,915,400 39,154 －

単元未満株式 普通株式         600 － －

発行済株式総数 3,922,000 － －

総株主の議決権 － 39,154 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式27株が含まれております。 

 

②【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

清和中央ホール

ディングス㈱　

大阪市西区九条南

３丁目１番20号
6,000 － 6,000 0.15

計 － 6,000 － 6,000 0.15

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 14,85015,20015,30014,00013,4007,800

最低（円） 14,10014,10013,75013,5807,100 7,600

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

   前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,106,106 2,176,338

受取手形及び売掛金 12,301,482 20,144,753

商品 2,339,477 4,390,052

繰延税金資産 91,196 70,082

その他 2,085,944 889,932

貸倒引当金 △68,170 △107,888

流動資産合計 18,856,037 27,563,271

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,589,792 1,637,750

土地 2,830,187 2,784,972

その他（純額） 379,046 380,162

有形固定資産合計 ※1
 4,799,026

※1
 4,802,885

無形固定資産

のれん 568,605 656,082

その他 46,011 50,591

無形固定資産合計 614,616 706,674

投資その他の資産

投資不動産（純額） ※1
 2,530,258

※1
 2,591,079

繰延税金資産 28,595 44,775

その他 1,688,652 1,894,904

貸倒引当金 △64,311 △77,042

投資その他の資産合計 4,183,195 4,453,717

固定資産合計 9,596,837 9,963,277

資産合計 28,452,874 37,526,548
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,922,326 16,254,847

短期借入金 3,630,000 4,740,000

未払法人税等 271,912 465,504

賞与引当金 19,260 43,416

役員賞与引当金 7,500 30,000

その他 1,590,287 809,552

流動負債合計 13,441,285 22,343,321

固定負債

長期借入金 2,200,000 2,550,000

繰延税金負債 1,206,111 1,189,184

退職給付引当金 153,998 151,509

役員退職慰労引当金 223,269 225,042

その他 123,523 79,585

固定負債合計 3,906,902 4,195,321

負債合計 17,348,187 26,538,642

純資産の部

株主資本

資本金 735,800 735,800

資本剰余金 601,840 601,840

利益剰余金 8,248,517 8,159,037

自己株式 △23,429 △23,429

株主資本合計 9,562,728 9,473,247

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 241,319 196,831

評価・換算差額等合計 241,319 196,831

少数株主持分 1,300,639 1,317,827

純資産合計 11,104,686 10,987,905

負債純資産合計 28,452,874 37,526,548
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 21,762,589

売上原価 19,724,325

売上総利益 2,038,264

販売費及び一般管理費 ※
 1,788,659

営業利益 249,605

営業外収益

受取利息 8,239

受取配当金 13,467

仕入割引 32,842

不動産賃貸料 163,954

その他 6,793

営業外収益合計 225,297

営業外費用

支払利息 45,014

売上割引 13,755

不動産賃貸原価 30,133

その他 834

営業外費用合計 89,737

経常利益 385,165

特別利益

貸倒引当金戻入額 54,095

特別利益合計 54,095

特別損失

固定資産売却損 1,768

特別損失合計 1,768

税金等調整前四半期純利益 437,493

法人税等 244,040

少数株主損失（△） △13,506

四半期純利益 206,959

EDINET提出書類

清和中央ホールディングス株式会社(E02861)

四半期報告書

12/21



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 9,962,745

売上原価 8,969,967

売上総利益 992,778

販売費及び一般管理費 ※
 908,153

営業利益 84,624

営業外収益

受取利息 3,532

受取配当金 13,467

仕入割引 16,060

不動産賃貸料 82,578

その他 4,725

営業外収益合計 120,363

営業外費用

支払利息 20,118

売上割引 4,218

不動産賃貸原価 14,823

その他 608

営業外費用合計 39,769

経常利益 165,218

特別利益

貸倒引当金戻入額 13,509

特別利益合計 13,509

税金等調整前四半期純利益 178,728

法人税等 106,893

少数株主損失（△） △2,232

四半期純利益 74,066
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 437,493

減価償却費 110,175

のれん償却額 87,477

貸倒引当金の増減額（△は減少） △52,449

受取利息及び受取配当金 △21,707

支払利息 45,014

有形固定資産売却損益（△は益） 1,768

売上債権の増減額（△は増加） 7,843,270

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,050,574

仕入債務の増減額（△は減少） △8,332,521

その他 △291,269

小計 1,877,827

法人税等の支払額 △458,034

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,419,792

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,387

有形固定資産の売却による収入 1,452

投資有価証券の取得による支出 △3,598

投資不動産の賃貸による収入 161,147

貸付けによる支出 △34,000

貸付金の回収による収入 5,763

利息及び配当金の受取額 23,018

その他 △9,841

投資活動によるキャッシュ・フロー 140,554

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,110,000

長期借入金の返済による支出 △350,000

利息の支払額 △40,855

配当金の支払額 △117,472

少数株主への配当金の支払額 △9,453

その他 △2,792

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,630,572

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △70,226

現金及び現金同等物の期首残高 2,076,267

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,006,041

EDINET提出書類

清和中央ホールディングス株式会社(E02861)

四半期報告書

14/21



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

会計処理基準に関する

事項の変更

(１)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

　　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として後入先出法又は移動平

均法による低価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価

に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたこと

に伴い、主として後入先出法又は移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　　この変更による損益に与える影響はありません。 

(２)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13

号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び

「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年

１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20

年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することがで

きることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用

し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額法を採用しております。

　この変更による損益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法  当第２四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し

前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

２. 一般債権の貸倒見積 高

の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積

高を算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成に当たり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

　税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる

場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。　

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１．減価償却累計額 ※１．減価償却累計額 

有形固定資産 2,346,799千円

投資不動産 1,088,305千円

有形固定資産 2,265,386千円

投資不動産 1,075,358千円

　２．偶発債務

債務保証 

　連結子会社の中央鋼材㈱が、次の非連結子会社

の金融機関からの債務に対し債務保証を行って

おります。

保証先 金額（千円） 内容

 カネヒロ鋼材㈱ 50,000借入債務

 合計 50,000 －

 

　２．偶発債務   

        債務保証

　　　　　連結子会社の中央鋼材㈱が、次の非連結子会

　　　　社の金融機関からの債務に対し債務保証を行っ

　　　　ております。

保証先 金額（千円） 内容

 カネヒロ鋼材㈱ 120,000借入債務

 サンワ鋼材㈱ 20,000借入債務

 合計 140,000 －

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

運賃 370,874 千円

荷扱費用 167,389

貸倒引当金繰入額 1,646

給料手当 378,548

賞与引当金繰入額 19,260

役員賞与引当金繰入額 7,500

退職給付費用 14,132

役員退職慰労引当金繰入額 9,846

減価償却費 91,830

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

運賃 191,489 千円

荷扱費用 85,401

貸倒引当金繰入額 106

給料手当 191,402

賞与引当金繰入額 19,260

役員賞与引当金繰入額 2,499

退職給付費用 7,478

役員退職慰労引当金繰入額 5,128

減価償却費 45,666
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　 （平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,106,106千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100,000 

別段預金 △64 

現金及び現金同等物 2,006,041 

　　
 

（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年１月１日　至

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　3,922,000 株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　    6,027 株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

 配当金支払額 

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月27日

定時株主総会
普通株式 117,479 30 平成20年12月31日平成21年３月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日） 

　事業の種類として「一般鋼材販売事業」と「その他の事業」に区分していますが、全セグメントの売上高の

合計及び営業利益の金額の合計に占める「一般鋼材販売事業」の割合が90％を超えているため、事業の種類別

セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

前連結会計年度の末日に比べ著しい変動が認められませんので、有価証券関係の注記を省略しております。 

  

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 2,503.60円 １株当たり純資産額 2,469.39円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 52.85円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 18.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 206,959 74,066

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 206,959 74,066

期中平均株式数（千株） 3,915 3,915

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められませんので、リース取引関係の注記を省略しております。 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月12日

清和中央ホールディングス株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安川　文夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中島　久木　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている清和中央ホールディ

ングス株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、清和中央ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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